
　　計算書様式　F-01 　　計算書様式　F-01 続き

穴の補強（補強板形） 内　　圧 外    圧 穴の補強（補強板形） 続き

別添1 特定設備の技術基準の解釈　第19条第1項(1), (2), (3), (4) 設  腐れ代 α mm

穴の補強に必要な断面積 計  溶接金属部分の寸法 a mm 11.00 a1 mm

胴板・鏡板（内圧）A=dtrF+2tntrF(1-fr1) 平板　A=0.5dtr+trtn(1-fr1) 条  溶接金属部分の寸法 b mm 11.00 b1 mm

計　　算　　の　　区　　分 胴板 鏡板 平板 件  胴又は鏡板の溶接継手の効率 
※6

η

名　　　　　　　　　　　称  必要面積(計算式はこの計算書先頭部に記載） A mm2

図　　　面　　　番　　　号 補強有効  補強の有効範囲(式は図中に記載) Y mm

部　　　品　　　番　　　号 範囲の検討  補強の有効範囲(式は図中に記載) H1 mm

 設      計      温      度 T ℃ 計 材料の強さ  fr1=σn/σv(1.0を超える場合は1.0)

 当該断面が長手軸となす角度 θ °  穴の補強が補強板形の場合、θ の値は用いない による  fr2: fr1とfr3いずれか小なる値(1.0を超える場合は1.0)

 穴の補強を示す修正係数 
※1

F 低減係数  fr3=σp/σv(1.0を超える場合は1.0)

胴  使用材料名  A1 
※7

mm2

設 鏡  設計温度における許容引張応力 σv N/mm2 穴の補強  A2 
※8

mm2

平  腐れ後の厚さ 
※2

t mm 算 に有効な  A3 
※9

mm2

板  計算厚さ 
注1

tr mm 断面積  A41 
※10

mm2

計  使用材料名  A42 
※11

mm2

管  設計温度における許容引張応力 σn N/mm2  AT=A1+A2+A3+A41+A42 mm2

 腐れ後の厚さ 
※3

tn mm AT ≧ A なら可 可

条  計算厚さ 
注2

trn mm

台  穴の径(腐れ代を除く) 
※4

d mm ※4：管台が外径基準で製作されている場合は、腐れ代及びﾏｲﾅｽの製造公差を除いた穴の径

 外径 D=d+2tn D mm ※5：teの値は、強め材の呼び厚さから厚さのﾏｲﾅｽ製造公差を除いた厚さ

件  使用材料名 ※6： 穴が胴などの長手継手又は、鏡板などの継手(胴を鏡板に取り付けるものを除く)にかかる場合は、

強  設計温度における許容引張応力 σp N/mm2       その継手効率。 これらの継手にかからない場合は1。

め  厚さ 
※5

te mm ※7： 次の算式により得られる値

材  外径 Dp mm       1) 胴・鏡板の場合 A1=(2Y-d)(ηt-Ftr)-2tn(ηt-Ftr)(1-fr1)

単独穴 複数穴 Lrgの値は / 頁による。       2) 平板の場合 A1=(2Y-d)(η0.5t-Ftr)-2tn(η0.5t-Ftr)(1-fr1)

　複数穴の場合は、Y=Lrg、補強板の外径相当寸法Dp=2Lrgとなる。 ※8： 次の算式により得られる値

　注1は　/  頁による 　注2は　/  頁による A2=2H1(tn-trn)fr1

※1：この強度計算書で計算している管台の補強は、補強板形式であるので、Fの値は常に1.00 ※9： 次の算式により得られる値

※2：tの値は、胴又は鏡板の呼び厚さから腐れ代及びﾏｲﾅｽ製造公差を差引いた厚さ       Dp＜2Yの場合　A3=(Dp-d-2tn)tefr3     Dp≧2Yの場合　A3=(2Y-d-2tn)tefr3

※3：tnの値は、管台の呼び厚さから腐れ代及びﾏｲﾅｽ製造公差を差引いた厚さ ※10： 次の算式により得られる値

      1) 強め材の無い場合　　　A41=a1afr1

穴のﾀｲﾌﾟ番号 R-1又はR-8       2) 強め材のある場合      A41=a1afr2

※11： 次の算式により得られる値

      Dp+2b≦2Y場合　A42=bb1fr3   Dp+2b＞2Y＞Dpの場合　A42=[bb1-b1(Dp+2b-2Y)2/4b]fr3

      2Y≦Dpの場合　A42=0
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強め材のある場合H1=(2.5t又は2.5tn+teの小さい方) 
強め材の無い場合H1=(2.5t又は2.5tnの小さい方) 
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